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１． はじめに 

1-1．対策の対象 

本マニュアルには、社会福祉法人如水福祉会の運営する以下の施設における

災害対策を定めるものとする。 

① 幼保連携型認定こども園 如水こども園 

② なずな児童クラブ 

③ 認知症対応型通所介護 なんくる家 

1-2．災害の種類 

 本マニュアルは、火災・自然災害・身近な危険の３項目を災害の種類として

災害対策計画を定めるものとする。 

 なお、自然災害において、土砂，河川の氾濫，融雪による雪崩 等は地形上

これらによって被害を被る可能性が低い為、本マニュアルの対象から除外す

る。 

 ただし、市内全域に発令されるような大雨，豪雪については施設の対応を本

マニュアルに定める。 

 土砂および河川の氾濫における被害が想定される地域は、中津市の発行する

ハザードマップを参照し、自宅等が対象地域になっていないかを確認する事。 

中津市ハザードマップ http://www.city-nakatsu.jp/doc/2015040300032/ 

 

 

 

 

 

 

 

如水はココ 
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1-3．防災対応組織 
名称 担当 主な対応 

総括本部 
理事長・園長 

・管理者・事務長 

・被害状況を把握し、避難の実施方法を決定する 

・避難経路の安全性を確認後、避難の指示 

・二次災害等の情報収集 

・非常持ち出し品の搬出（もしくは搬出指示） 

・行政等の関係機関への連絡 

・マスコミ対応 

避難誘導 

・安否確認班 

主幹保育教諭(指示) ・

担任保育教諭 

・現場リーダー 

・園児、高齢者の安全を確保 

・園児、高齢者への的確な指示（押さない、走らな

い、しゃべらない、戻らない） 

・負傷の有無、行方不明者の有無を本部に連絡 

・非常持ち出し品の携帯 

・避難場所の確保 

・保護者への連絡 

救出・救護班 

主幹保育教諭（指示）    

・保育教諭・看護師    

・介護士・学童支援員 

・保育室、トイレ、ベランダ、園庭等の残留園児確認 

・負傷者の救出 

・負傷者の応急手当 

・医療機関への連絡 

・行方不明者の捜索 

・救急用品の常備 

消火班 

事務長（指示）       

・調理・事務        

・生活相談員 

・学童支援員 

・出荷時の被害拡大防止 

  ガスの元栓を閉める 

  電気のブレーカを切る 等 

・初期消火活動 
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火災 

2-1．火災発生時の対応フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2-2．チェック１ 周囲への伝達 

火災の第一発見者は、以下の方法で周囲に火災発生を伝達する。 

① 大きな声で「○○から火災が発生！！」と叫ぶ ※発生場所を必ず言う 

② 火災警報器のある施設は警報器を鳴らす 

 

 

 

 

 

 

 

如水こども園 なずな児童クラブ 
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2-3．チェック 2 避難・誘導 

児童・高齢者の避難を行う。 

以下の点に注意し、火災発生場所から離れる方向に避難する。 

① トイレ，ベランダ等の死角になる位置に児童等が残っていないか 

 ※死角の確認を行う為に周囲の児童等から目を離してはいけない 

 ※園長、主幹教諭、クラス担任、管理者 等を指揮系統とし、その指示に従う。指

揮者は職員に明確な指示を行う。 

 例）「○○さんはトイレの確認！××さんはベランダの確認をして！」 

② 職員は率先して「お・か・し・も」を実践して児童・高齢者に動揺を与え

ないよう心掛ける 

 お … おさない 

 か … かけない 

 し … しゃべらない 

 も … もどらない、なにも持たない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園庭、駐車場への避難経路 
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③ 安否確認・連絡 

児童､利用者、職員に逃げ遅れが無いかを確認し、ケガ等の安否確認を行

う。確認結果は各施設ごとに取りまとめ、結果を園長に報告する。 

こども園・なずな児童クラブは児童多数の為、名簿を用いて確認を行う。 

名簿は新園庭の防災倉庫に保管する。 

施設ごとの取りまとめは以下が担当する。 

こども園 ： 主幹保育教諭（いなければ園長もしくは事務長） 

なずな児童クラブ ： リーダー（いなければ代替となる職員） 

なんくる家 ： 管理者（いなければ代替となる職員） 

 

園長不在時は事務長に避難結果を報告する事。 

園長・事務長共に不在の場合は、こども園主幹保育教諭がその役を代替す

る。 

 

2-4．チェック 3 初期消火が可能か 

初期消火とは 

火災による被害を最小限に食い止めるための消火活動を言う。 

初期消火の限界 

初期消火とは火災の種類にもよるが、一般的に以下の状態の火災に対する消火

の事を言う。 

・火の高さが自分の身長以下 

・火災発生から２分以内 

初期消火の限界を超える火元からは出来るだけ素早く離れ、消防隊の到着を待

つこと。避難時に余裕があれば窓や扉を閉めて空気を遮断する処置を取る。 

 ※無理を絶対にしない 
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2-5．チェック４ 初期消火 

初期消火は“消火器”で行う。油火災に対して水を掛ける行為等は非常に危険

であるので、落ち着いて消火器を取りに行く。 

 

 

 

 

 

                  如水こども園消火設備設置個所 

                  〇消火器設 △パッケージ型消火設備 

 

 

 

 

 

 

                    ※２Ｆ職員休憩室に１つ消火器 

                   なずな児童クラブ 消火器設置個所 

 

 

 

 

 

                        なんくる家 消火器設置個所 

 

※ 初期消火は出来る限り多数で対応する事 
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2-6．チェック 5 通報 

１１９番通報 

非常ベルとは別に１１９番通報を行い、状況を説明する。 

連絡は出来る限りＧＰＳ機能のついた携帯電話を使用する。 

＜通報の例＞ 

 「火事です。 

  中津市是則の（施設名）で火災が発生しました。 

  私は職員の○○です。 

  火災は（火元）（火災の状況）（負傷者の有無）です。」 

 

 

関連施設 

如水こども園、なずな児童クラブ、なんくる家の各施設に火災状況を連絡す

る。 

 

2-6．チェック 6 事後処理 

・児童、利用者の引き渡し 

 火災発生施設において、継続するのが困難な場合は保護者等に連絡をし、 

お迎えを依頼する。 

（こども園・児童クラブ） 

 災害メールを用いて保護者に児童引き取りの連絡をする。 

 災害メールの使用方法は別紙参照。 

 １時間経っても既読が確認できない保護者には別途電話連絡を行う。 

 （なんくる家） 

 家族に電話連絡を行い、引き取りを依頼する。 

 家族が引き取り困難な場合は、公用車もしくはタクシー等で利用者の家まで 
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送迎を行う。 

 独居の場合は、行政に連絡して対応の指示を仰ぐ。 

・中津市役所に連絡して状況報告 

（子育て支援課☎0979-22-1129、介護長寿課☎0979-22-1111） 

 児童,高齢者,職員の心のケアを図るため専門家の派遣を依頼する。 

・その他、警察や消防など連絡できなかった各機関に状況報告をする。 

・民生委員や区長など、地域の役員に状況報告を行う。 
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３． 自然災害 

地震、台風、大雨、大雪 時の災害対策マニュアルとする。 

その他、自然災害においても慌てる事なく、類似の災害における避難方法を講

じる事。 

 

3-1．地震 

以下は震度５以上の地震に対する対応とする。震度５未満の地震は施設の被害

等を考慮して対応する。 

 

3-1-1．地震発生時の対応フロー 
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3-1-2． チェック１ 1 次避難 

①児童、利用者の安全確保 

（こども園、なずな児童クラブ） 

地震発生時には児童を大人の周りに呼び寄せる。児童が立てないほどの揺

れの場合はこどもの上に布団や座布団を被せる等により落下物からの危険

を軽減する。 

（なんくる家） 

地震発生時は速やかに机の下に体を隠す。机の下等に避難が困難な利用者

には布団を被せる等により落下物からの危険を軽減する。 

① １次避難場所に移動 

各施設の 1 次避難場所は下図の通りとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下の点に注意し、１次避難場所に避難する。 

・トイレ，ベランダ等の死角になる位置に児童等が残っていないか 

 ※死角の確認を行う為に周囲の児童等から目を離してはいけない 

 ※園長、主幹教諭、クラス担任、管理者 等を指揮系統とし、その指示に従う。指

揮者は職員に明確な指示を行う。 

こども園 1 次避難所 

新園庭 

なずな 1 次避難所 

園庭 

なんくる家 1 次避難所 

駐車場 
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 例）「○○さんはトイレの確認！××さんはベランダの確認をして！」 

・職員は率先して「お・か・し・も」を実践して児童・高齢者に動揺を与えな

いよう心掛ける 

 お … おさない 

 か … かけない 

 し … しゃべらない 

も … もどらない、なにも持たない 

② 安否確認・連絡 

児童､利用者、職員に逃げ遅れが無いかを確認し、ケガ等の安否確認を行

う。確認結果は各施設ごとに取りまとめ、結果を園長に報告する。 

こども園・なずな児童クラブは児童多数の為、名簿を用いて確認を行う。 

名簿は新園庭の防災倉庫に保管する。 

施設ごとの取りまとめは以下が担当する。 

こども園 ： 主幹保育教諭（いなければ園長もしくは事務長） 

なずな児童クラブ ： リーダー（いなければ代替となる職員） 

なんくる家 ： 管理者（いなければ代替となる職員） 

 

園長不在時は事務長に避難結果を報告する事。 

園長・事務長共に不在の場合は、こども園主幹保育教諭がその役を代替す

る。 

3-1-３．チェック２ 救護 

負傷者等がいた場合は、看護師の指示に従い救護を行う。 

救急処置が必要な場合は、ＡＥＤを取りに行くことも必要だが施設倒壊等の危

険が高い場合は２次災害を防ぐ事を優先する。 

各施設のＡＥＤ保管場所を次に示す。 
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                    如水こども園 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     なずな児童クラブ 

 

 

 

 

 

 

                          なんくる家 
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3-1-４．チェック３ 情報収集 

以下の点等に考慮して情報収集を行う。 

・震源地 

・震度 

 ・２次避難場所の状況 

   中津東体育館 0979-32-8953 

 ・３次避難場所の状況 

   東中津中学 0979-32-2493 

＜情報収集の方法＞ 

中津市防災ポータルサイト http://nakatsu-bosai.jp/ 

緊急告知ＦＭラジオからの情報 

なかつメールからの情報 

  

3-1-５．チェック４ 保護者等連絡 

児童保護者およびなんくる家利用者の家族に引き取りの依頼を行う。 

（こども園・児童クラブ） 

 災害メールを用いて保護者に児童引き取りの連絡をする。 

 災害メールの使用方法は別紙参照。 

１時間経っても既読が確認できない保護者には別途電話連絡を行う。 

 （なんくる家） 

 家族に電話連絡を行い、引き取りを依頼する。 

 家族が引き取り困難な場合は、公用車もしくはタクシー等で利用者の家まで 

送迎を行う。 

 独居の場合は、行政に連絡して対応の指示を仰ぐ。 
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3-1-６．チェック５ ２次避難 

如水福祉会の施設被害が大きく、１次避難場所での避難が困難な場合（冬場や

雨天時も含む）は２次避難場所に避難する。 

避難は全施設合同での移動とし、お高いを介助し合いながら避難する。 

２次避難場所は中津東体育館とし、避難経路を以下に定める。 

その際、２次避難場所への移動についても保護者等に連絡をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-1-７．チェック６ ３次避難 

２次避難場所への避難が困難な状況があれば３次避難場所に移動する。 

３次避難その際、２次避難場所への移動についても保護者等に連絡をする。 

場所は東中津中学とし、避難経路を以下に定める。 
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3-1-８．チェック７ 救護支援 

避難場所に避難した後は、児童・利用者の心身のケアを行う事とし、避難所に

いる要配慮者には出来る限り専門家としての配慮を心掛けて接するものとす

る。 

 

3-2．台風、大雨、大雪 

3-2-1．施設利用前の対応 

台風、大雨、大雪等により施設内で児童・利用者の安全確保が困難と判断した

場合、施設側から自宅待機の依頼を行う。 

特別の理由で利用が必要な場合は、別途相談を受け判断する。 

ただし、以下の場合は特別な理由がある時も受け入れは出来ない 

・如水小学校が閉校の場合の、なずな児童クラブ 

・市役所から閉所を指示された場合の、如水こども園 

・理事長が閉所を判断した時の、なんくる家 

 

3-2-2．施設利用後の対応 

施設利用中に避難が必要な状況になった際の対応を以下に示す。 

3-2-2-1．避難指示 

児童・利用者が施設内にいる時に、「避難準備・高齢者等避難開始」が発令さ

れた際にはその地域から避難を行う。 

 「警戒レベル３」     「警戒レベル４」    「警戒レベル５」 
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避難開始はこども園園長もしくは事務長からの発令を以て行う。 

園長・事務長共に不在の場合は各施設の以下がそれぞれの役の代替となる。 

 こども園 ： 主幹保育教諭 

 なずな ： リーダー 

 なんくる家 ： 管理者 

避難は２次避難場所（中津東体育館）もしくは３次避難場所（東中津中学校）

とし、避難経路に関しては 3-1-6 および 3-1-7 を参照。 

 

3-2-2-2．点呼 

避難前に点呼を行う。 

こども園，児童クラブの点呼は各クラスで行い、クラス担任が取りまとめた後

に主幹保育教諭に報告する。 

なんくる家は管理者が取りまとめる。 

全員の点呼が完了した後、園長もしくは事務長に点呼の状況を報告する。 

園長・事務長共に不在の場合は主幹保育教諭がその役を代替する。 

 

3-2-2-3．避難可否検討 

園長もしくは事務長は外の状況を確認し、施設職員による避難が可能かどうか

を判断する。 

 

3-2-2-4．保護者等連絡 

施設からの避難もしくは施設待機を保護者および利用者家族に連絡する。 

（こども園・児童クラブ） 

 災害メールを用いて保護者連絡をする。 

 引き取り可能な場合は引き取りを依頼する。 
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 災害メールの使用方法は別紙参照。 

 １時間経っても既読が確認できない保護者には別途電話連絡を行う。 

 （なんくる家） 

 家族に電話連絡を行う。 

 引き取り可能な場合は引き取り依頼する。 

 家族が引き取り困難な場合は、公用車もしくはタクシー等で利用者の家まで 

送迎を行う。 

 独居の場合は、行政に連絡して対応の指示を仰ぐ。 

 

3-2-2-5．行政に応援連絡 

施設職員での避難誘導が困難であると判断した場合、消防や市役所（TEL0979-

22-1129）に連絡し応援を要請する。 

 

3-2-2-6．施設内待機時の配慮 

施設内に待機する場合は窓の近くを避ける。 

落ち着いた環境を提供する為、歌を歌ったりおやつを提供するなど心身への配

慮を行い待機する。 
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４． Ｊアラート 

Ｊアラート（全国瞬時警報システム：以下、Ｊアラート）が使用された際の避

難マニュアルを示す。Ｊアラートは津波などの大規模自然災害の際にも使用さ

れるが、以下では主に北朝鮮等からの弾道ミサイル発射時の対応を示す。 

Ｊアラートが鳴った後、着弾までの時間は３分程度しかないため、迅速な行動

をとる事。 

 

４-1．Ｊアラート発信時の対応フロー 

 

 

４-２．チェック１ 1 次避難 

①児童、利用者の安全確保 

（こども園、なずな児童クラブ） 

児童を大人の周りに呼び寄せる。クラスごとに点呼を取り児童が全員いる

か確認する。 

（なんくる家） 

職員同士で声掛けを行い、トイレや入浴中の利用者の確認を取る 
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③ １次避難場所に移動 

各施設の 1 次避難場所は下図の通りとする。柱が多く窓から離れている場

所で赤丸近辺でまとまる事。 

児童や利用者を中心にし、職員はその周囲を囲う。 

しゃがみ込み、頭を守る様に低い姿勢を取る。時間に余裕があれば布団等

を被せるなどの処置をとる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         如水こども園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         なずな児童クラブ 

 



22 

 

 

 

 

 

 

 

                             なんくる家 

 

以下の点に注意し、１次避難場所に避難する。 

・トイレ，ベランダ等の死角になる位置に児童等が残っていないか 

 ※死角の確認を行う為に周囲の児童等から目を離してはいけない 

 ※園長、主幹教諭、クラス担任、管理者 等を指揮系統とし、その指示に従う。指

揮者は職員に明確な指示を行う。 

 例）「○○さんはトイレの確認！××さんはベランダの確認をして！」 

・職員は率先して「お・か・し・も」を実践して児童・高齢者に動揺を与えな

いよう心掛ける 

 お … おさない 

 か … かけない 

 し … しゃべらない 

も … もどらない、なにも持たない 

④ 安否確認・連絡 

児童､利用者、職員に逃げ遅れが無いかを確認し、ケガ等の安否確認を行

う。確認結果は各施設ごとに取りまとめ、結果を園長に報告する。 

施設ごとの取りまとめは以下が担当する。 

こども園 ： 主幹保育教諭（いなければ園長もしくは事務長） 

なずな児童クラブ ： リーダー（いなければ代替となる職員） 

なんくる家 ： 管理者（いなければホール主任） 
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園長不在時は事務長に避難結果を報告する事。 

園長・事務長共に不在の場合は、こども園主幹保育教諭がその役を代替す

る。 

４-３．チェック２ 情報収集 

以下の点等に考慮して情報収集を行う。 

・中津市および近辺市町村の状況 

 ・２次避難場所の状況 

   中津東体育館 0979-32-8953 

＜情報収集の方法＞ 

中津市防災ポータルサイト http://nakatsu-bosai.jp/ 

緊急告知ＦＭラジオからの情報 

なかつメールからの情報 

  

４-４．チェック３ 保護者等連絡 

施設からの避難もしくは施設待機を保護者および利用者家族に連絡する。 

（こども園・児童クラブ） 

 災害メールを用いて保護者連絡をする。 

 引き取り可能な場合は引き取りを依頼する。 

 災害メールの使用方法は別紙参照。 

 １時間経っても既読が確認できない保護者には別途電話連絡を行う。 

 （なんくる家） 

 家族に電話連絡を行う。 

 引き取り可能な場合は引き取り依頼する。 

 家族が引き取り困難な場合は、公用車もしくはタクシー等で利用者の家まで 

送迎を行う。 

 独居の場合は、行政に連絡して対応の指示を仰ぐ。 
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４-５．チェック 4 2 次避難 

如水福祉会の施設被害が大きく、１次避難場所での避難が困難な場合（冬場や

雨天時）は２次避難場所に避難する。 

如水福祉会の被害状況が少ないもしくは無い場合はそのまま待機する。 

避難は全施設合同での移動とし、お高いを介助し合いながら避難する。 

２次避難場所は中津東体育館とし、避難経路を以下に定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４-４．チェック 5 救護支援 

避難場所に避難した後は、児童・利用者の心身のケアを行う事とし、避難所に

いる要配慮者には出来る限り専門家としての配慮を心掛けて接するものとす

る。 
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５．付属資料 

 

南海トラフ地震による中津市の震度予想は震度６強です 

非常に大きな揺れが想定され、施設や地域で大きな被害が想定されます 

 

 

 

 


